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【第3回臨時会（令和6年 5月 8日招集　会期 1日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容
１．�工事請負契約等の締結に

ついて
令和 6年第２回村議会臨時会（3月 21 日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 6年 3月 1日から 4月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附及び企業版ふるさと納税　14 件　127 万円

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
報告第 1号 専決処分した事件の報告につ

いて
下記契約について、新労務単価に基づく契約変更
請求により、契約金額の変更を行った専決処分に
ついて報告を受けました。
（契約名）天北跨線橋更新工事（R5補正）
（契約の金額）5,335 万円を 5,416 万 4,000 円に変更

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

承認第 1号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 6年度西興部村一般会計補正予算（第 1号）
主任技師の退職に伴い、建築業務の設計や監督員
サポートを受けるため、一般財団法人北海道建設
技術センターに業務委託する費用の補正について
審議しました。
（補正額） 418 万円を総務費から土木費に組替

原案承認

承認第 2号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 6年度西興部村一般会計補正予算（第 2号）
森林公園テントサイトにおける、大型車両らしき
ものの侵入より損傷した芝生の張り替え費用の増
額補正について審議しました。
（補正額）57 万 2,000 円
（補正後予算総額）27 億 757 万 2,000 円

原案承認

議案第 1号 西興部村税条例の一部を改正
する条例の制定について

地方税法の一部を改正する等の法律の施行に伴
う、条例の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 2号 西興部村国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定
について

国民健康保険税率の一部改正及び国民健康保険法
施行令の一部を改正する政令の施行に伴う、条例
の一部改正について審議しました。

原案可決

議案第 3号 西興部村行政手続における特
定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例の制定
について

行政手続きにおける特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法
律の公布に伴う、条例の一部改正について審議し
ました。

原案可決

議案第 4号 令和 6年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 3号）
国の定額減税対応に伴う税務システムの改修や厚
生診療所の臨時薬剤師委託料などの経費にかかる
増額補正について審議しました。
（補正額）236 万 1,000 円
（補正後予算総額）27 億 993 万 3,000 円

原案可決

議案第 5号 令和 6年度西興部村介護保険
特別会計補正予算案について

介護保険特別会計補正予算（第 1号）
所得の修正申告により生じた第 1号被保険者保険
料の還付経費にかかる増額補正について審議しま
した。
（補正額）4万 1,000 円
（補正後予算総額）1億 1,699 万 1,000 円

原案可決

議会通信
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【第2回定例会（令和6年 6月 6日招集　会期 1日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容
冒頭 昨年 3月末に退職した元職員が、業務上横領で逮捕された事案について

（詳細は 6ページに記載のとおり）
１．�工事請負契約等の締結に

ついて
令和 6年第 3回村議会臨時会（5月 8日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 2のとおり）

２．寄附の受納について 令和 6年 5月 1日から 5月末日までの寄附の受納状況
・森　千惠様　500 万円
・ふるさと応援寄附　3件　5万円

３．諸要望について 去る 5月 22 日、西紋別地区総合開発期成会において、オホーツク総合振興
局、網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の整備促進について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について
　④�中藻興部・興部線の携帯電話不感地帯における緊急通報体制の整備につ

いて
同じく 5月 22 日、高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会におい
て、網走開発建設部に対して次の事項を要望しました。
　○旭川・紋別自動車道の事業推進
　・「遠軽～上湧別道路」の事業促進について
　・「上湧別～紋別」間の調査促進について

■教育行政報告（飯束教育長）
報告事項 報告内容

１．�英語指導助手の交代につ
いて

令和 4年 8月から勤務しているクリストファー・ジョン・ラプラント先生が、
7月 19 日で退任すること、後任として、クリスティーン・ジョハンナ・ハフ
さんが、8月から勤務予定であることが報告されました。

２．�生徒海外体験学習事業の
実施について

本年度の生徒海外体験学習事業について、7月 27 日から 8月 2日までの 7日
間の日程で、中学 1・2年生 11 名が、アメリカ合衆国ジュノー市に訪問する
ことが報告されました。

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
報告第 1号 令和 5年度西興部村一般会計

繰越明許費繰越計算書の報告
について

下記の 5事業について、繰越計算書の報告を受け
ました。※ (　) は翌年度繰越額
①�戸籍・戸籍附票・住民基本台帳システム改修事
業（677 万 7,000 円）

②ハウスみかん栽培事業（28 万 2,000 円）
③バイオガスプラントトラクター購入事業
　（1,361 万 8,000 円）
④橋梁長寿命化補修工事（6,000 万円）
⑤給食センタースチームコンベクション購入事業
　（126 万 5,000 円）

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

議案第 1号 北海道後期高齢者医療広域連
合規約の変更について

マイナンバーカードと被保険者証の一体化に伴
い、北海道後期高齢者医療広域連合の規約を変更
することについて審議しました。

原案可決

議案第 2号 工事請負契約の締結について 去る 6月 4日に指名競争入札を実施した、「西興部
忍路子線道路改良工事」について、条例で定める
金額を超えることから、下記の内容について審議
しました。
（契約の目的）西興部忍路子線道路改良工事
（契約の方法）指名競争入札方式による落札
（契約の金額）6,160 万円

原案可決
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
（契約の相手側）�紋別郡西興部村字西興部 43 番地

美田建設工業株式会社
　　　　　　 　代表取締役社長　美田　大輔

議案第 3号 令和 6年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 4号）
ふるさと振興事業基金への寄附の積立やバイオガ
スプラント原材料購入、トラクター使用料などの
経費にかかる増額補正について審議しました。
（補正額）1,511 万 9,000 円
（補正後予算総額）27 億 2,505 万 2,000 円

原案可決

議案第 4号 令和 6年度西興部村国民健康
保険事業特別会計補正予算案
について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号）
国民健康保険税システムの改修にかかる増額補正
について審議しました。
（補正額）161 万 7,000 円
（補正後予算総額）9,901 万 7,000 円

原案可決

議案第 5号 令和 6年度西興部村介護保険
特別会計補正予算案について

介護保険特別会計補正予算（第 2号）
介護予防・日常生活支援のための研修費にかかる
経費などの増額補正について審議しました。　
（補正額）5万 9,000 円
（補正後予算総額）1億 1,705 万円

原案可決

意見書案第 1号 ゼロカーボン北海道の実現に
資する森林・林業・木材産業
施策の充実・強化を求める意
見書について

北海道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への
負荷の少ない循環型社会を形成するための、活力
ある森林づくりや道産木材の利用、ゼロカーボン
北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策
の充実・強化を図ることを国に求める意見書につ
いて議会として提案しました。
（提出者）大友　浩芳議員
（賛成者）吉水　一男議員

原案決定

別表1　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R6.4.1 補償物件調査算定委託業務 サ ン 技 術
コンサルタント㈱ R6.4.1 R6.6.30 1,375,000 1,485,000

R6.4.1 西 興 部 村 下 水 道 終 末
処 理 場 維 持 管 理 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 社 R6.4.1 R7.3.31 13,992,000 15,257,000

R6.4.1 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
所 維 持 管 理 委 託 業 務

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 社 R6.4.1 R7.3.31 1,320,000 1,437,700

R6.4.1 G I G A ス ク ー ル 運 営 支 援
センター整備事業業務委託

一社）集落自立化
支 援 セ ン タ ー R6.4.1 R7.3.31 1,199,000 1,199,000

R6.4.1 小 学 校 教 師 用 デ ジ タ ル
教 科 書 ・ 指 導 書 購 入 田 村 商 店 R6.4.5 R6.4.26 2,463,120 2,463,120

R6.4.5 平 成 ６ 年 度 西 興 部 村
施 設 保 全 支 援 業 務

一財）北海道建設
技 術 セ ン タ ー R6.4.5 R6.12.27 4,125,000 4,180,000

R6.4.9 スチームコンベクション購入 日 本 調 理 機 ㈱
北 海 道 支 社 R6.4.9 R6.5.10 1,210,000 1,265,000

R6.4.9 西興部村防災計画改訂委託業務 ㈱シン技術コンサル R6.4.9 R7.3.31 4,015,000 4,191,000

R6.4.9 ハ ウ ス 造 成 地 盛 土 工 事 美田建設工業㈱ R6.4.9 R6.10.30 4,510,000 4,642,000

R6.4.9 河 川 一 般 維 持 工 事 ㈱ 郡 土 木 R6.4.9 R6.8.30 3,245,000 3,355,000

R6.4.9 村 道 一 般 補 修 工 事 ㈱ 大 西 組 R6.4.9 R6.8.30 3,168,000 3,344,000

R6.4.18 西興部村役場職員端末備品購入 ㈱ 北 都 測 器 R6.4.18 R6.6.30 986,700 1,244,100

R6.4.18 村 道 施 設 維 持 工 事 ㈱ 郡 土 木 R6.4.18 R6.8.30 2,618,000 2,706,000

R6.4.18 村 道 維 持 舗 装 工 事 ㈱ 大 西 組 R6.4.18 R6.8.20 1,705,000 1,749,000
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別表2　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R6.5.16 村 有 線 テ レ ビ ヘ ッ ド
エ ン ド 装 置 更 新 工 事

㈱NHKテクノロジ
ーズ札幌総支社 R6.5.17 R.6.12.20 9,020,000 9,482,000

R6.5.21 セ ト ウ シ く ん 着 ぐ る み
作 成 委 託 業 務 ㈱ サ ン 高 千 穂 R6.5.21 R7.3.31 1,089,000 1,160,500

R6.5.21 つくし保育所園庭改修工事 ㈱ 大 西 組 R6.5.21 R6.8.30 3,806,000 3,905,000

R6.5.21 活 性 化 セ ン タ ー リ ム
会 議 用 テ ー ブ ル 購 入 ㈱ 北 都 測 器 R6.5.21 R6.7.22 1,183,930 1,361,800

R6.5.21 西興部村橋梁点検委託業務 ㈱ ズ コ ー シ ャ
網 走 支 店 R6.5.21 R6.10.10 11,165,000 11,946,000

R6.5.21 西 興 部 忍 路 子 線 交 差 点
調 査 設 計 委 託 業 務

太平洋総合コンサル
タント㈱北見支店 R6.5.21 R6.10.30 7,700,000 8,140,000

R6.5.21 中 藻 地 区 営 農 用 水 路
実 施 設 計 委 託 業 務

㈱ 中 神 土 木
設 計 事 務 所 R6.5.21 R6.9.30 5,225,000 5,555,000

R6.5.29 人材確保SNS広告配信委託業務 ㈱ 北 映
N o r t h e r n F i l m s R6.5.29 R7.3.31 3,190,000 3,190,000

R6.5.30 道 路 施 設 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R6.5.30 R6.8.30 1,969,000 2,024,000

R6.5.30 林 道 ガ ー ド ケ ー ブ ル
等 草 刈 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R6.5.30 R6.8.30 1,628,000 1,661,000

R6.5.30 中 興 橋 撤 去 設 計 委 託 業 務 ㈱ 中 神 土 木
設 計 事 務 所 R6.5.30 R6.12.20 13,310,000 14,179,000

R6.5.30 中 興 部 六 興 線 道 路
詳 細 設 計 委 託 業 務

サ ン 技 術 コ ン
サ ル タ ン ト ㈱ R6.5.30 R6.10.10 4,884,000 5,280,000

R6.5.30 道 路 機 械 草 刈 委 託 業 務 村 尾 孝 二 R6.5.30 R6.8.30 1,870,000 1,969,000

R6.6.4 マンホールポンプ分解整備工事 ㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R6.6.4 R7.2.28 3,850,000 4,011,700

R6.6.4 N o . 2 返 送 汚 泥 ポ ン プ
分 解 整 備 工 事

㈱ ク リ タ ス
北 海 道 支 店 R6.6.4 R7.2.28 3,520,000 3,674,000

R6.6.4 上藻・中藻地区給水管接続工事 ㈱菅原設備工業 R6.6.4 R6.10.10 4,730,000 4,928,000

R6.6.4 検 満 メ ー タ ー 取 替 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R6.6.4 R6.10.31 4,510,000 4,796,000

R6.6.4 消 火 栓 更 新 工 事 ㈱ マ ル コ ウ R6.6.4 R6.10.31 3,080,000 3,234,000

入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R6.4.18 道 路 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R6.4.18 R6.8.20 3,553,000 3,663,000

R6.4.18 林 道 路 面 整 正 委 託 業 務 ㈱ 大 西 組 R6.4.18 R6.8.10 1,738,000 1,793,000

R6.4.18 木夢の島エアコン取付工事 島 田 電 気 商 会 R6.4.18 R6.7.30 4,070,000 4,136,000

R6.4.18 森林基幹道札滑ウエンシリ線
測 量 設 計 委 託 業 務

㈱ ホ ク リ ン
コンサルタント R6.4.18 R6.8.30 3,069,000 3,256,000

R6.4.18 地方創生総合戦略改訂業務 一社）集落自立化
支 援 セ ン タ ー R6.4.18 R7.3.31 1,196,800 1,197,900

R6.4.22 森 林 公 園 リ ニ ュ ー ア ル
イベント事業（ステージ）

㈱ゼロエンター
テ イ メ ン ト R6.4.22 R6.5.17 2,000,000 2,000,000

R6.4.23 消 防 救 急 デ ジ タ ル 無 線
ネ ッ ト ワ ー ク L 3 S W 更 新

沖 電 気 工 業 ㈱
北 海 道 支 社 R6.4.24 R6.7.31 2,145,000 2,258,300

R6.4.30 役場庁舎エアコン設置工事 島 田 電 気 商 会 R6.4.30 R6.8.30 14,355,000 14,531,000

R6.4.30 札滑排水路実施設計委託業務 ㈱中神土木設計事務所 R6.4.30 R6.10.10 11,550,000 12,320,000

R6.4.30 救 急 車 用 除 細 動 器 三好メディカル㈱ R6.4.30 R6.7.31 3,146,000 3,493,600

R6.5.7 活性化センターリム循環ポンプ補修工事 天 内 工 業 ㈱ R6.5.7 R6.8.30 1,279,300 1,298,000



広報にしおこっぺ （6）

第
二
回
定
例
会

 

一
般
行
政
報
告
冒
頭（
菊
池
村
長
）

皆
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
令
和
六
年
第
二
回
定
例
村

議
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
議
員
各
位
に

は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
ご
出
席
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
昨
年
三
月
末
に
定
年
退

職
し
た
産
業
建
設
課
の
元
課
長
が
、
去

る
五
月
二
二
日
に
合
同
会
社
西
興
部
バ

イ
オ
ド
リ
ー
ム
か
ら
、
業
務
上
横
領
の

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
、
大
変
重

大
な
事
案
が
発
生
致
し
ま
し
た
こ
と

に
、
議
員
並
び
に
村
民
の
皆
様
に
多
大

な
る
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
、

且
つ
、
村
へ
の
信
用
・
信
頼
を
著
し
く

失
墜
さ
せ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
様
な
重
大
な
不
祥
事
が
発
生
し

た
こ
と
に
、
理
事
者
と
し
て
も
大
変
不

甲
斐
な
く
遺
憾
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
案
が
起
き

な
い
よ
う
、
組
織
体
制
の
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

毎
月
実
施
し
て
お
り
ま
す
管
理
職
会

議
に
お
い
て
、
他
自
治
体
等
で
発
生
し

ま
し
た
不
祥
事
や
事
件
が
起
こ
る
度

に
、
職
員
へ
の
注
意
喚
起
を
徹
底
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
そ

の
率
先
垂
範
と
な
る
べ
き
課
長
自
ら
の

犯
罪
に
、
私
共
へ
の
裏
切
り
行
為
に
他

な
ら
な
い
も
の
で
、
大
き
な
驚
き
と
心

身
が
揺
ら
ぐ
な
か
で
、
職
員
へ
ど
の
様

に
説
明
し
た
ら
良
い
か
言
葉
も
見
つ
か

ら
な
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

来
年
は
開
村
一
○
○
年
の
年
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
先
人
の
方
や
諸
先
輩
方

が
培
っ
て
参
り
ま
し
た
、
輝
か
し
い
村

づ
く
り
が
一
気
に
崩
れ
落
ち
、
村
始
ま

っ
て
以
来
の
出
来
事
に
、
何
を
す
る
に

も
気
力
が
出
て
こ
な
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
日
で
も
早

く
立
ち
直
り
、
村
づ
く
り
の
再
建
に
理

事
者
並
び
に
職
員
が
最
善
の
努
力
で
取

り
組
む
こ
と
が
、
信
頼
回
復
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
議
員
並
び

に
村
民
の
皆
様
方
に
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
本
事
案
に
対
す
る
お
詫

び
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
般
質
問

■
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

吉
水
一
男
議
員
）

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
質
問
い
た
し
ま
す
。
昨
年

度
で
森
林
公
園
の
改
修
工
事
が
終
了

し
、
今
年
四
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
か
ら
本
格
的
に
森
林
公
園
の
営
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
新
聞
折
り
込

み
を
し
た
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
旭
川

の
知
人
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に

森
林
公
園
が
賑
わ
い
、
大
変
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
点
目
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
期
間
中
の
公
園
の
改
修
前
と
改

修
後
の
森
林
公
園
の
入
込
数
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
期
間
中
の
木
夢
と
ホ
テ
ル
レ
ス
ト

ラ
ン
の
集
客
は
ど
う
な
っ
た
の
か
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

二
点
目
は
「
西
興
部
村
の
観
光
を
考

え
る
会
」
の
活
動
で
す
が
、
昨
年
の
六

月
に
私
の
質
問
に
対
し
て
、「
考
え
る

会
」
で
今
後
の
こ
と
を
協
議
す
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
考
え

る
会
」
で
令
和
六
年
度
は
ど
の
よ
う
な

計
画
を
立
て
て
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

令
和
四
年
度
か
ら
総
額
二
億
八
〇
〇

〇
万
円
を
か
け
た
森
林
公
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
と
し
て
、
名
寄
か
ら

紋
別
ま
で
の
新
聞
折
り
込
み
や
、
旭

川
・
北
見
方
面
へ
の
広
報
誌
記
事
の
掲

載
な
ど
Ｐ
Ｒ
を
行
い
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン

ト
へ
の
集
客
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

四
月
二
九
日
の
オ
ー
プ
ン
日
に
は
有

料
遊
具
一
日
無
料
開
放
と
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
講
師
を
招
い
て
の
体
験
会
、
五
月
三

日
に
は
午
前
一
一
時
と
午
後
二
時
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
飴
細
工
、
三
日

か
ら
六
日
の
四
日
間
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
と
多
く
の
方
々
に
ご
来
園
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
点
目
の
ご
質
問
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
期
間
中
の
森
林
公
園
の
入
込
数

で
す
が
、
初
日
の
無
料
開
放
に
は
約
八

〇
〇
人
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
開
催

日
の
三
日
に
は
約
一
八
〇
〇
人
、
四
月

二
九
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
の
期
間
中

合
計
し
ま
し
て
も
約
四
〇
〇
〇
人
の
入

込
が
あ
っ
た
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

中
に
一
番
利
用
が
多
か
っ
た
令
和
元
年

と
比
較
し
ま
す
と
、
遊
具
売
上
の
一
日

最
高
売
上
が
令
和
元
年
の
二
万
一
〇
〇

〇
円
に
対
し
、
本
年
は
一
一
万
四
一
○

○
円
と
約
五
・
四
倍
、
全
有
料
遊
具
の

利
用
回
数
は
令
和
元
年
の
一
四
八
回
に

対
し
、
本
年
は
五
八
三
回
と
約
三
・
九

倍
と
な
っ
て
お
り
、
期
間
中
合
計
で
も

令
和
元
年
は
一
〇
日
間
（
一
〇
連
休
）

の
合
計
が
九
万
八
八
○
○
円
に
対
し
、

本
年
は
七
日
間
（
平
日
三
日
と
四
連

休
）
で
三
二
万
七
〇
〇
〇
円
と
約
三
・

三
倍
、
全
有
料
遊
具
の
利
用
回
数
は
令

和
元
年
が
七
四
二
回
に
対
し
、
本
年
が

一
七
二
三
回
と
約
二
・
三
倍
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

来
園
者
の
話
を
聞
く
と
近
隣
の
名

寄
・
紋
別
の
方
で
も
「
西
興
部
に
こ
ん

な
場
所
が
あ
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
あ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
後
の
休
日
に
訪
れ
る
方
も
多

く
、
五
月
の
休
日
の
売
上
は
例
年
の
五

倍
以
上
と
Ｐ
Ｒ
効
果
の
大
き
さ
が
伺
え

る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
来
客
に
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
日
の
夕
方
も
森
林
公
園
に

行
っ
て
み
ま
す
と
、
天
気
の
良
い
日
は

小
中
学
生
が
ほ
ぼ
毎
日
フ
ワ
フ
ワ
ド
ー

ム
で
跳
ね
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
村
民
の
利
用
も
増
え
て
い
る
と

感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
木
夢
の
集
客
に
つ
き
ま
し
て

は
、
森
林
公
園
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

の
相
乗
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

特
に
三
日
午
前
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
が
終
わ
っ
た
後
す
ぐ
に
雨
が
降

っ
た
の
も
あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が

流
れ
て
お
り
、
三
日
か
ら
六
日
の
四
日

間
だ
け
を
比
べ
る
と
令
和
元
年
が
八
一

六
人
に
対
し
、
本
年
は
一
〇
三
八
人
と

約
一
・
三
倍
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
木
夢
と
道
の
駅
マ
ル
シ
ェ
に

て
ゴ
ー
カ
ー
ト
無
料
券
を
配
布
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
知
ら
な
か
っ
た
方
も
森
林
公
園

を
訪
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ホ
テ
ル
森
夢
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
昼
の

集
客
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
二
七
日

か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
期
間
中
は
昨
年

が
四
○
八
人
に
対
し
、
本
年
は
四
七
四
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人
と
増
加
し
て
お
り
、
無
料
開
放
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
の
効
果
も
あ
っ

て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
利
用
さ
れ
た

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

二
点
目
の
「
西
興
部
村
の
観
光
を
考

え
る
会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四

年
度
に
一
回
、
令
和
五
年
度
に
三
回
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
一
回
は
参
加
者
に
よ
る
「
自
身
が

思
う
村
の
観
光
に
つ
い
て
の
課
題
と
今

後
」
に
つ
い
て
の
自
由
意
見
を
出
し
て

も
ら
い
、
第
二
回
に
は
第
一
回
の
意
見

を
踏
ま
え
て
「
二
○
三
○
年
の
西
興
部

村
は
こ
ん
な
旅
先
で
あ
り
た
い
」
を
テ

ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
な
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
が
思
う
観
光
メ
ニ
ュ
ー
に
対
し

「
自
分
が
で
き
る
こ
と
」、「
役
場
に
し

て
ほ
し
い
こ
と
」
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

第
三
回
は
二
回
目
の
意
見
を
元
に

「
地
場
産
品
を
購
入
で
き
る
場
所
が
少

な
い
。」「
道
の
駅
が
さ
び
し
い
。」「
西

興
部
村
な
に
が
魅
力
か
わ
か
ら
な
い
。」

の
三
つ
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
そ
れ
を
改

善
し
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
い

く
べ
き
か
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
第
四

回
で
会
の
ま
と
め
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

ま
と
め
と
し
ま
し
て
は
、
新
た
な
施

設
等
を
作
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
洗
い
出
し
と
、
そ
れ
ら
を

繋
げ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
観
光
に
特
化
し
た

人
ま
た
は
団
体
が
必
要
で
、
そ
の
活
動

に
対
し
て
村
が
支
援
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
観
光
担
当
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
そ
の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら

い
、
手
法
・
人
手
・
予
算
な
ど
の
課
題

を
整
理
し
て
令
和
七
年
度
予
算
に
向
け

て
必
要
な
洗
い
出
し
を
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
団
体
を
作

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
議
員

協
議
会
で
ご
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
議
員

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
対
す

る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

森
林
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
が
、
各
施
設
に
波
及
効
果
が
あ
っ
て

大
変
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
利
用
増

が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
夏
休
み
の
期
間
中
の
イ
ベ

ン
ト
の
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
に
西
興
部
村
観
光
を
考
え
る
会
の

活
動
で
す
が
、
令
和
五
年
度
の
ま
と
め

で
は
、
観
光
に
特
化
し
た
団
体
が
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
令
和
六
年
度

に
、
令
和
七
年
度
に
向
け
て
洗
い
出
し

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
活

動
と
し
て
い
つ
や
る
の
、
今
で
し
ょ
と

数
年
前
に
流
行
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
が
、
村
と
し
て
は
い
つ
や
る
の
、
今

年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど

も
、
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁
）

た
だ
い
ま
の
吉
水
議
員
の
再
質
問
で

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
森
林
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
て
、

見
込
み
数
が
増
え
た
と
い
う
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
夏
休
み
に
向
け
て
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
段
今
年

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
森
林
公
園
の
オ
ー
プ
ン
時
の

チ
ラ
シ
等
は
か
な
り
効
果
あ
り
ま
し

て
、
私
も
何
人
か
の
来
村
さ
れ
た
方
に

聞
き
ま
す
と
、
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
と
い

っ
た
よ
う
な
人
も
何
人
か
お
ら
れ
ま
し

て
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
今
後
夏

休
み
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
キ
ャ
ン

プ
に
来
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
も
う
一
点
の
観
光
を
考
え
る

会
の
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
今
再
質
問

あ
り
ま
し
た
通
り
、
考
え
る
会
で
そ
れ

ぞ
れ
協
議
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
の
協
議
の

経
過
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
特
段
、
観
光

関
係
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
か
そ
う

い
っ
た
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に

は
特
に
組
ん
で
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
会
議
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

と
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
の
方
ま
た
北

大
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
等
か
ら

も
、
現
状
で
の
村
へ
の
観
光
客
の
見
込

み
数
が
少
な
い
実
感
と
意
見
が
出
て
お

り
、
ど
の
程
度
の
観
光
客
が
必
要
な
の

か
、
ま
た
、
村
の
人
口
が
一
千
人
弱
の

中
で
住
民
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
観
光
客

は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
話
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
当
然
最
終
的
に
は
ホ
テ

ル
森
夢
に
宿
泊
だ
と
か
い
ろ
い
ろ
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
最
終
的
な
効
果
が

あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
施
設
の
建
設
当
時
の

い
わ
ゆ
る
見
込
み
客
数
が
叶
え
ば
こ
れ

は
交
流
人
口
増
と
い
っ
た
こ
と
で
よ
ろ

し
い
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
年
々
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
中
で
も
働
く
方

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な

か
な
か
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
も
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
い
う
の
は
実
態
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
は
今
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
こ
の
一
年
間
十
分
よ
く
協
議
し
な

が
ら
、
こ
の
村
の
観
光
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
か

ら
も
行
政
の
主
体
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
な
く
し
て
こ
の
観
光
の
推
進
は
成
り

立
た
な
い
と
い
っ
た
ご
意
見
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
よ
く
十
分

協
議
し
な
が
ら
、
本
当
に
村
の
中
で
の

い
わ
ゆ
る
観
光
担
当
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を

設
け
る
の
か
、
ま
た
観
光
協
会
な
り
観

光
案
内
所
等
そ
う
い
っ
た
別
組
織
を
設

け
て
、
観
光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
そ
の
辺
を
こ
の
一
年
間
で
十

分
協
議
し
な
が
ら
進
め
な
い
と
、
先
は

ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
か
な
と
思
っ
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
議
員
が
ご
質

問
の
通
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
と
同
時
に
す
べ
き
で
な
い

か
と
い
う
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
現
状
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
年
よ
く
協
議
し
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
来
年
度
以
降
に
そ
う
い

っ
た
も
の
を
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
理

解
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
森
林

公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
オ
ー
プ
ン

す
る
と
い
う
の
は
、
も
う
令
和
六
年
度

に
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。
お
客

さ
ん
に
来
て
く
れ
、
来
て
く
れ
、
来
て

欲
し
い
っ
て
い
う
そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
や
っ
ぱ
り
足
り
な
い
の
で
は
な
い

か
と
。
全
体
的
に
で
す
ね
。

先
ほ
ど
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
が
増
え

る
だ
ろ
う
と
、
村
長
も
来
て
い
た
だ
い

た
人
に
聞
い
た
ら
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
よ

っ
て
言
っ
て
く
れ
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
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ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た

だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

（
※
）
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
住
民
生
活
課
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
※
）
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

配
偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

■
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
「
全
村
一
斉

清
掃
週
間
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
事
業
「
全
村
一
斉
清
掃
週

間
」
実
施
期
間
中
に
各
町
内
・
地
区
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
街
頭
清
掃
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
き
れ
い
な
村
が
維
持
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
も
、
村
民
の
皆
さ
ま
方
の

活
動
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
に

つ
い
て

国
土
利
用
計
画
法
に
規
定
す
る
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合

は
、
譲
受
人
（
権
利
取
得
者
）
は
土
地

の
利
用
目
的
及
び
取
引
価
格
等
を
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積

・
市
街
化
区
域
２
、
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域

内
５
、
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
１
０
、
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上

◇
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

◇
届
出
期
限

契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届

出
書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

◇
提
出
書
類

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
以
上
の

図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺

２
千
５
百
分
の
１
以
上
の
図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合
）

◇
届
出
部
数

各
３
部
（
添
付
書
類
含
む
）

◇
罰
則

届
出
が
必
要
な
場
合
で
、
届
出
を
し

な
か
っ
た
時
は
、
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

西
興
部
村
役
場
企
画
総
務
課
企
画
係

電   

話　

８
７
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

８
７
︱
２
７
７
７

Ｅ
メ
ー
ル

ni.kikaku@
vill.nishiokoppe.lg.jp

■
令
和
５
年
度
自
衛
官
募
集
事
務
に
係

る
対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

当
村
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
自
衛

隊
に
対
し
募
集
対
象
者
情
報
の
紙
媒
体

に
よ
る
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
か
ら
対
象
者
情
報
の
提
供
依
頼
が
あ

り
令
和
５
年
度
に
提
供
し
た
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

◇
提
供
年
月
日　

令
和
５
年
４
月
21
日

◇
提
供
に
係
る
住
民
の
範
囲

�

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

�
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

〈�

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ

な
い
方
へ
の
対
応
〉

本
件
は
法
令
に
違
反
す
る
情
報
提
供

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
情
報
提
供
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
役
場
住
民
生

活
課
戸
籍
係
に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
自
衛
隊
に
提
供
す
る
名
簿

か
ら
削
除
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
募
集
の
対
象
者
情
報
は

既
に
自
衛
隊
へ
提
出
済
み
の
た
め
、
情

報
提
供
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
の
申

し
出
は
令
和
７
年
度
募
集
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

〈�

令
和
７
年
度
自
衛
官
募
集
の
提
供
に

係
る
住
民
の
範
囲
〉

・�

平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

・�

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
女

■
令
和
５
年
度
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

状
況
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
を
公
表
い
た

し
ま
す
。

公
表
制
度
は
閲
覧
制
度
の
透
明
性
を

高
め
、
不
正
な
閲
覧
や
目
的
外
使
用
・

第
三
者
へ
の
提
供
な
ど
を
抑
止
す
る
た

め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
申
請
者　

防
衛
省

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
そ
う
い

う
人
の
口
コ
ミ
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ

り
大
切
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
ね
、
森
林
公

園
を
オ
ー
プ
ン
し
た
ん
だ
、
夏
休
み
の

キ
ャ
ン
プ
に
来
て
く
だ
さ
い
よ
と
、
こ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
り
ま
す
よ
っ
て
い

う
、
来
て
く
だ
さ
い
、
来
て
く
だ
さ
い

っ
て
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
私
は
足
り
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
つ
で
も

二
つ
で
も
い
い
で
す
け
ど
も
そ
う
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
森
林
公
園
の
入

り
込
み
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
答
弁
は
求
め
ま
せ
ん
で
し
た
）

■
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

令
和
６
年
４
月
分
か
ら
令
和
７
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
、
９
８
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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◇
請
求
事
由
の
概
要

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒

に
関
す
る
募
集
事
務
の
た
め

◇
閲
覧
年
月
日　

令
和
5
年
9
月
28
日

◇
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

　

平
成
20
年
4
月
2
日
～
平
成
21
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

 

〈
車
の
不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
！
〉

昨
年
、
道
内
に
お
い
て
タ
イ
ヤ
の
は

み
出
し
等
の
不
正
改
造
が
疑
わ
れ
る
軽

自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
脱
落
し
、
歩
道
を

歩
い
て
い
た
女
児
に
直
撃
、
意
識
不
明

と
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

い
ま
だ
、
①
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー

の
装
着
、
②
灯
火
類
の
色
の
変
更
、
③

タ
イ
ヤ
及
び
ホ
イ
ー
ル
の
車
体
外
へ
の

は
み
出
し
、
④
運
転
者
席
・
助
手
席
の

窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼

付
等
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
正
改
造

は
悪
質
な
行
為
で
あ
り
犯
罪
で
あ
り
、

知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

不
正
改
造
は
絶
対
に
し
な
い
！
不
正

改
造
車
を
作
ら
な
い
！
乗
ら
な
い
！
を

意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

・
お
問
い
合
わ
せ

北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸
支
局

電
話
（
０
１
５
７
）
２
４
︱
７
６
３
３

■
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

◇
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
16
日
㈫
～
７
月
25
日
㈭

◇
試
験
課
程

一
般
課
程
（
航
海
・
機
関
・
通
信
・

主
計
・
航
空
整
備
コ
ー
ス
）
管
制
課

程
・
海
洋
科
学
課
程
・
航
空
課
程

◇
試
験
日
程

第
一
次
試
験
：
９
月
22
日
㈰

第
一
次
試
験
合
格
発
表
：
10
月
９
日
㈬

第
二
次
試
験
：
10
月
15
日
㈫
～

　

10
月
24
日
㈭
の
指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表
：
11
月
19
日
㈫

※
航
空
課
程
の
み
令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

◇
受
験
資
格

令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
７
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等

◇
採
用
（
入
学
）
：
令
和
７
年
４
月

◇
採
用
さ
れ
る
と

海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

に
入
学
し
、
１
年
間
（
管
制
課
程
は
２

年
間
）
で
、
海
上
保
安
業
務
に
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
学
び
ま
す
。

入
学
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
給
与
（
月
額
約
15
万
円
）

や
ボ
ー
ナ
ス
（
年
２
回
）
が
支
給
さ
れ

る
ほ
か
、
国
土
交
通
省
共
済
組
合
員
と

し
て
各
種
福
利
厚
生
の
給
付
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
入
学
金
や
授
業
料
が
不
要
で

す
。

◇
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
上
保
安

庁
Ｈ
Ｐ
の
ご
確
認
、
ま
た
は
紋
別
海

上
保
安
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
採
用
情
報
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
及
び

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

�https://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

◇
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
海
上
保
安
部
管
理
課

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
０
１
１
８

■
自
衛
官
等
採
用

「
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生

�
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望

部
隊
の
基
幹
隊
員
で
あ
る
陸
・
海
・

空
自
衛
官
を
養
成
す
る
終
身
雇
用
が
原

則
の
制
度
で
す
。
入
隊
後
、
教
育
課
程

や
部
隊
勤
務
で
知
識
や
経
験
を
積
み
２

年
９
か
月
経
過
以
降
選
考
に
よ
り
曹
へ

と
昇
任
し
ま
す
。
募
集
資
格
年
齢
を
広

く
と
っ
て
い
る
た
め
高
校
・
大
学
新
卒

者
か
ら
社
会
人
経
験
者
ま
で
多
様
な
経

歴
を
持
っ
た
人
材
が
入
隊
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
自
分
の
能
力
や
志
向
に
合
わ

せ
て
知
識
と
技
能
を
高
め
「
な
り
た
い

自
分
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。

◇
募
集
期
間

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪
～

令
和
６
年
９
月
３
日
㈫

◇
試
験
日

令
和
６
年
９
月
14
日
㈯
～
令
和
６
年

９
月
22
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

「
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

�

（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）」

◇
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

◇
将
来
の
展
望

任
期
制
の
採
用
で
、
約
３
か
月
の
教

育
後
に
２
等
陸
（
海
空
）
士
に
任
官

し
、
そ
の
後
約
９
か
月
で
１
等
陸
（
海

空
）
士
、
さ
ら
に
１
年
後
に
陸
（
海

空
）
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。
任
期
満
了

時
に
所
定
の
退
職
金
を
受
け
取
り
、
自

衛
官
を
継
続
す
る
か
再
就
職
す
る
か
を

選
択
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

継
続
を
選
択
し
た
場
合
、
選
抜
試
験

に
合
格
し
昇
任
す
れ
ば
定
年
ま
で
自
衛

官
と
し
て
働
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
再

就
職
に
お
い
て
も
資
格
取
得
等
、
万
全

の
援
護
体
制
で
高
い
就
職
率
を
保
持
し

て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間

年
間
を
通
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日

毎
月
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
募
集
種
目　

海
上
・
航
空
自
衛
隊

�

航
空
学
生
』

◇
資
格

海
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満

�

（
高
校
卒
業
見
込
者
含
）

空
：
18
歳
以
上
24
歳
未
満

�

（
高
校
卒
業
見
込
者
含
）

◇
将
来
の
展
望

海
上
自
衛
隊
ま
た
は
航
空
自
衛
隊
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で

す
。
訓
練
を
通
じ
て
戦
闘
機
、
哨
戒

機
、
輸
送
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
種
を
自
在
に
操
る
た
め

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
き
ま
す
。
海
上
自

衛
隊
か
航
空
自
衛
隊
で
、
搭
乗
す
る
機

種
や
役
割
が
異
な
り
ま
す
。

◇
募
集
期
間　

令
和
６
年
７
月
１
日
㈪
〜

令
和
６
年
９
月
５
日
㈭

◇
試
験
日

　

一
次
試
験

令
和
６
年
９
月
16
日
㈪

　

二
次
試
験

令
和
６
年
10
月
12
日
㈯
～
17
日
㈭
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

◇
お
問
合
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部　

紋
別
地
域
事
務
所

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
６
９
６

�

募
集
担
当
：
辻
山

【
そ
の
他
】

【
国
土
交
通
省
か
ら
の
お
し
ら
せ
】
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　中山間地域等直接支払制度は、農業生産条件が不利な地域における農業生産活動を継続するため、
平成 12年から国および地方自治体が支援を行う制度として実施されており、令和 2年度からは、
第 5期対策（令和 2年度～令和 6年度）として農業や集落を将来にわたって維持するための取り
組みへ支援を実施しております。

令和５年度交付金使途の内訳…………………………………………………
　Ⅰ 西興部集落協定（農業者：10戸・生産組織：2団体・農業生産法人：4法人）
　　①　交付金総額	 	 	 １３, １１２千円
　　②　農業者への配分	 	 	 　８, ４１０千円（交付額の 1/2 以上）
　　③　共同取り組み活動への配分	 　４, ３４２千円
　　④　共同取り組み活動の実績

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制費 役員報酬 １, ０００千円
農地保全体制整備 農用地保全マップ修正 ３２７千円
農業生産活動 土改剤共同購入・散布 ２, ８３８千円
そ の 他 土地データー情報使用料等 １７７千円

合　　計 ４, ３４２千円

　　　　　Ｒ 4残余金 ４千円＋Ｒ５交付金 １３, １１２千円
　　　　　　　＝１３, １１５千円−１２, ７５２千円＝３６３千円
　　　　　※残余金　３６３千円は、翌年度の共同取り組み活動の財源として使用します。

　Ⅱ オホーツクはまなす広域連携育成牧場集落（札滑公共牧場関係）
　　①　交付金総額	 	 	 ５，８５２千円（全額共同取り組みとして交付）
　　②　共同取り組み活動の内容

項　　　目 取り組み内容 金　　額
集落の管理体制費 役員報酬、事務人件費 １３９千円
施設補修 水道施設整備 １７５千円
そ の 他 土地データー情報使用料 １２千円

合　　計 ３２６千円

　　　　　Ｒ４残余金 １, ２５８千円＋Ｒ５交付金 ５, ８５２千円
　　　　　　　＝７, １１０千円−３２６千円＝６, ７８４千円
　　　　　※�残余金　６, ７８４千円は、翌年度の札滑牧場施設の整備等共同取り組み活動の財源
　　　　　　として使用します。

中山間地域直接支払交付金事業の
取り組み実績

令和５年度

令和６年度赤十字運動（募金活動）のお礼
　村民の皆さまには、赤十字運動にご理解とご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　今年度も 5月の赤十字運動月間にあわせた募金運動で、153,400 円（5月末時点）の
募金をいただきまして、誠にありがとうございました。
　皆さまからの募金は、人道・博愛・平和の理念を基盤に世界の国々と手を結び、人類の幸せ
と世界の平和のため、国内はもとより国際的な救済活動や血液事業等に使われております。
　このたびの温かいご協力に対しまして、心からお礼申し上げます。
� 日赤西興部村分区長（西興部村長）　菊 池　　博
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熱
中
症
に
ご
注
意
！

夏
が
来
る
と
暑
い
日
が
続
き
、

熱
中
症
や
夏
バ
テ
な
ど
が
こ
わ
い

時
期
に
な
り
ま
す
ね
。
特
に
熱
中

症
は
命
を
失
う
危
険
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
「
熱
中
症
」
に
つ
い

て
原
因
や
対
策
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
熱
中
症
と
は
】

気
温
の
高
い
環
境
に
長
時
間
い

た
時
や
、
そ
の
後
に
「
め
ま
い
・

た
ち
く
ら
み
・
大
量
の
発
汗
・
頭

痛
・
嘔
吐
・
失
神
・
け
い
れ
ん
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
で
す
。

【
ど
う
い
う
時
に
起
こ
り
や
す
い

の
か
】

〇�

環
境
…
気
温
・
湿
度
が
高
い
、

日
差
し
が
強
い
、
風
が
弱
い
、

締
め
切
っ
た
室
内
、
急
に
暑
く

な
っ
た
日

〇�
身
体
…
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
肥

満
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
持
病

（
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
精
神
疾

患
等
）
の
あ
る
人
、
低
栄
養
状

態
、
脱
水
状
態
、
体
調
不
良

〇�

行
動
…
激
し
い
運
動
、
慣
れ
な

い
運
動
、
長
時
間
の
屋
外
作
業
、

水
分
が
補
給
し
に
く
い
行
動

こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
っ
て
熱
中

症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
際
に
は
、

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※�

65
歳
以
上
の
方
の
屋
内
で
の
熱

中
症
が
増
え
て
い
ま
す
。
加
齢

に
よ
り
暑
さ
や
口
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
な

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
予
防
・
対
策
に
つ
い
て
】

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

水
分
補
給
は
喉
が
渇
く
前
、
起

床
後
、
入
浴
前
後
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
汗
を
た
く
さ
ん
流
し
た
と
き

に
は
塩
分
も
忘
れ
ず
に
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
水
分
制
限
な
ど
医

師
か
ら
指
示
を
受
け
て
い
る
人

は
、
事
前
に
飲
ん
で
も
大
丈
夫
な

量
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
屋
内
に
い
る
と
き
は
…
…

窓
を
開
け
風
通
し
を
よ
く
す

る
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
利
用

す
る
、
日
光
を
カ
ー
テ
ン
な
ど
で

遮
る
、
と
い
っ
た
工
夫
で
、
涼
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
屋
外
で
作
業
す
る
時
は
…
…

帽
子
な
ど
で
直
射
日
光
を
避

け
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
暑
い
日
の

無
理
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
自
身
の
体
調
に
気
を
配
り
ま
し

ょ
う

熱
中
症
の
第
一
段
階
は
「
頭
が

ぼ
ー
っ
と
す
る
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
の
体
調
不
良
、
い
わ
ゆ
る
夏

バ
テ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
症
状
に
気
づ
き
、
速
や

か
に
対
策
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
ら
】

す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
へ
移
動

し
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
や
脇
に

保
冷
剤
を
あ
て
身
体
を
冷
や
し
、

水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
よ
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
今
年
の
夏
も
し
っ
か
り
予
防

し
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
！

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

　

北
海
道
に
も
、

い
よ
い
よ
夏
が
や

っ
て
来
ま
し
た

ね
。
昨
年
は
、
猛

暑
日
が
続
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
夏
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

脱
水
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
水
分

や
適
度
な
塩
分
を
補
充
し
、
体
調
管
理

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　

特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
を
受
け
る
た

め
、
気
を
つ
け
て
外
出
し
た
い
で
す
ね
。

　

今
年
度
、
村
内
の

０
歳
～
１
歳
の
未
就

園
児
は
４
名
と
少
な

く
、
里
住
夢
の
活
動
と

し
て
は
少
々
寂
し
い
で
す
が
、
そ
れ
で

も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

先
月
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
お
子
さ
ん
の
成
長
の
早

さ
を
み
ん
な
で
見
守
っ
た
り
、
日
々
の

子
育
て
に
つ
い
て
、
お
母
さ
ん
方
で
お

話
し
し
た
り
と
、
毎
回
、
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
火
曜
日
は
、
お
子
さ
ん
が

楽
し
め
る
活
動
の
《
遊
び
の
広
場
》
を

行
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
、
水
遊
び
や
ベ

ラ
ン
ダ
で
の
砂
遊
び
、
そ
し
て
、
小
麦

粉
や
片
栗
粉
等
を
用
い
た
感
触
遊
び
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
天
気
の

良
い
日
に
は
、
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
森
林
公
園
で
、
体
を
動
か

し
て
遊
び
ま
す
。

　

水
曜
日
は
お
母
さ
ん
方
が
楽
し
め
る

活
動
の
《
ほ
っ
と
広
場
》
を
行
い
ま

す
。
お
茶
会
で
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
保
健
師
さ
ん
主
催
に
よ
る

キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
で
、
心
身
共
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
産
を
控
え
て
い
る
方
、
お
父
さ
ん

方
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・

　
　

年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
４
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西
興
部
の
皆
さ
ん
へ
、
こ
の
手
紙
を

書
い
て
い
る
今
、
私
は
こ
れ
が
私
が
大

き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
送
る
最
後
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
。２

年
半
前
、
妻
と
私
は
こ
の
機
会
の

た
め
に
日
本
に
来
る
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
申
し
込
み
の
結
果
が
わ

か
る
ま
で
数
か
月
か
か
り
、
私
た
ち
が

経
験
す
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
経
験
が
私
の
家
族
や
私
に
と
っ

て
何
を
意
味
す
る
の
か
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
私
た
ち
は
十
分
に
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
へ
、
あ
り
が
と
う
。
直
接
お

会
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
こ
れ
ら
の
２
年
間
、
西
興
部
の

皆
さ
ん
が
ラ
プ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

与
え
た
影
響
を
感
じ
な
か
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
ュ
ノ
ー
市
（
ア
ラ
ス
カ
州
）
と
の

30
年
の
関
係
を
支
援
し
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ー
市
へ
の
生
徒
の
送
り
出
し

や
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
ジ
ュ
ノ
ー
市
か

ら
西
興
部
へ
の
訪
問
者
、
教
師
、
家
族

の
受
け
入
れ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。次

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
将
来
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
れ
ほ

ど
歓
迎
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
か
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
友
人
で
い
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、
私
た
ち

家
族
は
北
海
道
で
の
私
た
ち
の
時
間
で

最
も
重
要
な
目
標
で
あ
る
北
海
道
道
の

駅
ラ
リ
ー
を
完
了
す
る
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

最
初
の
部
分
を
使
っ
て
積
丹
半
島
と
渡

島
半
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
半
島
内
の

３
つ
の
異
な
る
場
所
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
近
く
の
美
し
い

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
泊
ま
り
、
函
館
の
朝

市
で
食
事
を
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
北
海
道
の
美
し
さ
を
目
に
し
、
羊

蹄
山
を
ほ
ぼ
３
６
０
度
、
近
く
と
遠
く
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か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
は

私
た
ち
の
家
族
旅
行
の
も
う
一
つ
の
一

員
と
な
り
、
頻
繁
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

洞
爺
湖
と
支
笏
湖
は
私
た
ち
が
今
ま

で
見
た
中
で
最
も
透
明
で
美
し
い
青
色

を
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
冒
険
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
で
し
た
。

週
の
後
半
に
は
、
苫
小
牧
か
ら
釧

路
、
そ
し
て
知
床
ま
で
南
海
岸
沿
い
を

旅
し
ま
し
た
。
自
宅
で
一
晩
休
ん
だ

後
、
私
た
ち
は
富
良
野
や
日
高
（
昨
年

夏
に
楽
し
ん
だ
場
所
で
あ
り
、
帯
広
近

く
で
の
最
後
の
訪
問
地
）
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
80
以
上
の
道
の
駅
に
印
を

押
し
、
３
０
０
０
キ
ロ
以
上
を
走
り
ま

し
た
！

私
た
ち
の
道
の
駅
ラ
リ
ー
は
翌
週

末
、
最
後
の
１
２
７
番
目
の
印
を
押
す

た
め
に
芦
別
で
終
了
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
懸
念
が
薄
れ
た
お
か
げ

で
、
私
た
ち
は
北
海
道
の
美
し
い
場
所

を
十
分
に
体
験
し
、
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
手
紙
の
執
筆
、
公
開
、
そ
し
て

最
終
的
に
ジ
ュ
ノ
ー
市
、
ア
ラ
ス
カ
へ

の
帰
還
ま
で
の
間
に
、
ま
だ
１
つ
大
き

な
冒
険
が
待
っ
て
い
ま
す
。
６
月
初
旬

に
家
族
が
日
本
を
訪
れ
ま
す
！

私
た
ち
は
彼
ら
と
一
緒
に
箱
根
や
東

京
を
旅
し
、
そ
の
後
数
日
間
一
緒
に
札

幌
で
過
ご
す
予
定
で
す
。

彼
ら
は
西
興
部
を
体
験
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
北
海
道
の

一
部
を
ホ
ス
ト
と
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し

て
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
運
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

私
と
妻
は
す
で
に
将
来
の
日
本
や
北

海
道
へ
の
旅
行
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
知
ら
な
い
、
ま
た
は
体

験
す
る
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
冒
険

や
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
、
も
し
私

た
ち
の
旅
行
が
実
現
し
た
ら
、
西
興
部

を
訪
れ
る
こ
と
を
優
先
し
ま
す
！

今
年
の
ジ
ュ
ノ
ー
市
へ
の
中
学
生
の

訪
問
や
、
そ
の
旅
行
の
生
徒
た
ち
を
ホ

ス
ト
し
、
将
来
何
十
年
も
ジ
ュ
ノ
ー
市

を
訪
れ
る
生
徒
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
西
興
部
の
皆
様
、

寂
し
く
思
い
ま
す
。

�

ラ
プ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
よ
り
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人のうごき
（6 月 30 日現在）

〔3 月 31 日対比〕

人　　口	 　　９５０人	（− 8人）
　 男 	 ４８６人	（− 7人）
　 女 	 ４６４人	（− 1人）
世 帯 数	 ６３０戸	（− 4戸）

去
る
5
月
29
日
、
森
千
惠
様
よ
り
、
故
森
豊
規
氏(

元
村
議
会
議
長)

が
生

前
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
村
の
ふ
る
さ
と
振
興
事
業
の
た
め
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
、
西
興
部
村
に
５
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

森
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄
附
は
大
切
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
草
取
り
・
水
ま
き
に
も
ご
協
力
を
願
い
ま
す
～

第
29
回
を
迎
え
た
「
我
が
村
は
美
し
く

事
業
」
は
、
６
月
８
日
に
行
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
村
民
の

皆
様
、
事
業
所
、
村
外
の
関
係
機
関
な
ど

か
ら
総
勢
３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
上
興

部
、・
西
興
部
両
市
街
地
に
村
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
約
５
、
０
０
０
株
の
植
え
付
け
の

他
、
国
道
沿
い
の
イ
タ
ド
リ
や
雑
木
の
除
去
作
業
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

秋
ま
で
き
れ
い
な
花
が
楽
し
め
る
よ
う
、
草
取
り
や
水
ま
き
な
ど
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森　

千
惠

森　

千
惠  

様
よ
り

様
よ
り

��

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

第第
2929
回回  

我
が
村
は
美
し
く
事
業

我
が
村
は
美
し
く
事
業

��

６
月
８
日
実
施

６
月
８
日
実
施
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